
JP 2010-26542 A 2010.2.4

10

(57)【要約】
【課題】ＷＥＢブラウザを利用して濃度表現を有する筆
ツールにより描画を行う場合にエコーバックを高速にす
る。
【解決手段】ＨＴＴＰサーバ１２に描画操作対象画像と
画像処理プログラムを用意する。端末装置１０からＨＴ
ＴＰサーバ１２アクセスして描画操作対象画像をダウン
ロードする。操作者が端末装置１０のＷＥＢブラウザ画
面で描画操作をすると、ＸＭＬＨＴＴＰリクエストによ
りカーソルの座標位置情報と描画半径情報がＨＴＴＰサ
ーバ１２に送られて画像加工処理がされる。ＷＥＢブラ
ウザは描画操作対象画像を仮想的に複数の矩形（セル）
に分割し、画像加工処理で画像内容に変更があったセル
を計算し、該セルの画像を要求するＨＴＴＰリクエスト
を発行する。ＨＴＴＰサーバ１２は要求された領域の加
工済み画像を切り取って送信する。ＷＥＢブラウザはセ
ル画像を受け取って、該当する領域に配置して表示を更
新する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置にインストールされたＷＥＢブラウザの画面に画像を表示し、該画面上で該端
末装置の操作者がポインティングデバイスで描画操作をすることにより、該ポインティン
グデバイスによるカーソル位置の画像の表示に濃度表現を有する筆ツールによる変更を加
える画像表示更新方法であって、
　ここに「濃度表現を有する筆ツール」とは、ポインティングデバイスの描画操作態様に
応じて描画濃度が変化する描画を実現する描画ツールであって、
　サーバに、前記操作者による描画操作対象となる画像のデータと、該描画操作に応じて
該画像データに対して画像加工処理を実行する画像処理プログラムを保持管理し、
　前記端末装置と前記サーバをネットワークを介して相互に通信可能な状態に設定し、
　前記端末装置のＷＥＢブラウザが前記サーバに対しＨＴＭＬドキュメントをＨＴＴＰリ
クエストによって要求すると、該サーバは該ＷＥＢブラウザによって解釈可能な描画操作
エコーバックスクリプトが含まれたＨＴＭＬドキュメントを該端末装置に該ＨＴＴＰリク
エストに対する応答として返信し、該端末装置のＷＥＢブラウザは該ＨＴＭＬドキュメン
トを受信して、該ＷＥＢブラウザに前記描画操作エコーバックスクリプトを付加し、
　前記ＨＴＭＬドキュメントは、前処理として、前記サーバが保持管理する前記描画操作
対象画像をＨＴＴＰリクエストによって該サーバに要求し、その返信として受け取った画
像データによる画像を前記ＷＥＢブラウザの画面に表示し、
　前記端末装置のＷＥＢブラウザに付加された前記描画操作エコーバックスクリプトは、
前記画像が表示された画面上で前記描画操作がされたときに、該描画操作に応じたカーソ
ル位置の座標情報をＸＭＬＨＴＴＰリクエストによって前記サーバに送信し、
　前記サーバの画像処理プログラムは、受信した該カーソル位置の座標情報と、別途取得
しまたは初めから保持する筆の描画サイズの情報に基づき、自らが保持管理する前記描画
操作対象画像に対して、前記濃度表現を有する筆ツールによる画像加工処理を実行し、
　前記描画操作エコーバックスクリプトは前記カーソル位置の座標情報を送信後に、前記
ＷＥＢブラウザの画面に表示された画像を複数の領域に分割する矩形領域のうち前記画像
加工処理で画像内容に変更が生じる領域を含む単一または複数の矩形領域の情報を取得し
、かつ該単一または複数の矩形領域の画像を選択的に要求する単一または複数のＨＴＴＰ
リクエストを該サーバに送信し、
　前記サーバは該単一または複数のＨＴＴＰリクエストを受信して、前記ＷＥＢブラウザ
の画面に表示された画像の該当する単一または複数の矩形領域の画像データを選択的に返
信し、
　前記ＷＥＢブラウザは受信した単一または複数の矩形領域の画像データによる画像を、
該ＷＥＢブラウザの画面の該当する矩形領域に、それまで該矩形領域に表示されていた画
像に代えて表示し、
　前記ＸＭＬＨＴＴＰリクエストによるカーソル位置の座標情報の送信を、それ以前のＸ
ＭＬＨＴＴＰリクエストにより送信されたカーソル位置の座標情報に基づき加工処理され
た画像が前記ブラウザの画面に表示されるの待たずに順次実行することにより、該ＷＥＢ
ブラウザに表示されている画像があたかも操作者の筆ツールによる描画操作に反応したか
のように見せる画像表示更新方法。
【請求項２】
　前記描画操作エコーバックスクリプトは前記画像加工処理で画像内容に変更が生じる領
域を含む単一または複数の矩形領域の情報を自ら計算して取得する請求項１記載の画像表
示更新方法。
【請求項３】
　前記描画操作エコーバックスクリプトは前記画像加工処理で画像内容に変更が生じる領
域を含む単一または複数の矩形領域の情報を前記サーバの画像処理プログラムが計算した
結果を受信して取得する請求項１記載の画像表示更新方法。
【請求項４】
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　前記描画操作エコーバックスクリプトは前記筆の描画サイズの情報を前記カーソル位置
の座標情報と同時に前記サーバに送信する請求項１から３のいずれか１つに記載の画像表
示更新方法。
【請求項５】
　前記描画操作エコーバックスクリプトは前記筆の描画サイズの情報を、操作者により筆
の描画サイズの設定操作がされたときに前記サーバに送信する請求項１から３のいずれか
１つに記載の画像表示更新方法。
【請求項６】
　前記サーバの画像処理プログラムは前記端末装置から受信した前記カーソル位置の座標
情報と、該端末装置から該カーソル位置の座標情報と同時に受信しまたは該サーバが該カ
ーソル位置の座標情報を受信する以前から保持している筆の描画サイズの情報に基づき前
記画像加工処理を実行し、かつ該画像描画処理により描画するまたは描画した筆の描画中
心位置の座標情報をＸＭＬＨＴＴＰリクエストに対する応答として前記端末装置のＷＥＢ
ブラウザに返信し、前記描画操作エコーバックスクリプトは該サーバから受信する筆の描
画中心位置の座標情報と、該サーバから該筆の描画中心位置の座標情報と同時に受信しま
たは該描画操作エコーバックスクリプトが該筆の描画中心位置の座標情報を受信する以前
から保持している筆の描画サイズの情報を利用して、前記画像加工処理で画像内容に変更
が生じる領域を含む単一または複数の矩形領域の情報を自ら計算して取得する請求項１記
載の画像表示更新方法。
【請求項７】
　前記筆の描画中心位置の座標情報は前記カーソル位置の座標情報そのものまたは該カー
ソル位置の座標情報を補間処理した座標情報である請求項６記載の画像表示更新方法。
【請求項８】
　前記描画操作エコーバックスクリプトは自ら取得しかつ前記サーバを経由しない前記カ
ーソル位置の座標情報と、該描画操作エコーバックスクリプトが該カーソル位置の座標情
報を取得する以前から保持している筆の描画サイズの情報を利用して、前記画像加工処理
で画像内容に変更が生じる領域を含む単一または複数の矩形領域の情報を自ら計算して取
得する請求項１記載の画像表示更新方法。
【請求項９】
　前記画像処理プログラムは前記描画操作対象画像に対して他の端末装置から同時に描画
操作がされたときに該描画操作に基づく画像加工処理を併せて実行するものであり、
　前記描画操作エコーバックスクリプトはタイマー駆動により定期的にＸＭＬＨＴＴＰリ
クエストを発行し、
　前記画像処理プログラムは前記他の端末装置からの描画操作に基づく画像加工処理に対
応して、該画像処理プログラムで計算した画像内容に変更が生じる領域を含む単一または
複数の矩形領域の情報または前記描画操作エコーバックスクリプトで該矩形領域を計算す
るのに必要な情報を該ＸＭＬＨＴＴＰリクエストに対する応答として返信し、
　前記描画操作エコーバックスクリプトは該サーバから受信して取得した情報による単一
または複数の矩形領域または該サーバから受信した情報に基づき自ら計算して取得した情
報による単一または複数の矩形領域の画像を選択的に要求する単一または複数のＨＴＴＰ
リクエストを該サーバに送信し、
　前記サーバは該ＨＴＴＰリクエストを受信して、前記ＷＥＢブラウザの画面に表示され
た画像の該当する単一または複数の矩形領域の画像データを選択的に返信し、
　前記ＷＥＢブラウザは受信した単一または複数の矩形領域の画像データによる画像を、
該ＷＥＢブラウザの画面の該当する矩形領域に、それまで該矩形領域に表示されていた画
像に代えて表示する請求項１から８のいずれか１つに記載の画像表示更新方法。
【請求項１０】
　前記サーバが保持管理する描画操作対象画像はその画像全体に相当する単一の画像ファ
イルまたは該画像全体を実際に矩形に分割した複数のスライス画像に相当する複数の画像
ファイルで構成され、前記矩形領域は１つの画像ファイルによる画像を仮想的に複数の矩
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形に分割した該仮想分割画像単位の領域である請求項１から９のいずれか１つに記載の画
像表示更新方法。
【請求項１１】
　前記サーバが保持管理する描画操作対象画像はその画像全体を実際に複数の矩形に分割
した複数のスライス画像の画像ファイルで構成され、前記矩形領域は該スライス画像単位
の領域である請求項１から９のいずれか１つに記載の画像表示更新方法。
【請求項１２】
　前記端末装置の描画操作エコーバックスクリプトは、受信した単一または複数の矩形領
域の画像を、前記ＷＥＢブラウザの該当する領域に、それまで該領域に表示されていた画
像の手前にｚインデックスを変更することにより配置して表示する請求項１から１１のい
ずれか１つに記載の画像表示更新方法。
【請求項１３】
　前記端末装置の描画操作エコーバックスクリプトは、前記画像が表示された画面上で前
記描画操作がされたときに、１回のＸＭＬＨＴＴＰリクエストにつき、該描画操作による
カーソルの移動軌跡に応じた該カーソル位置の複数の座標位置の情報を前記サーバに送信
し、かつ該複数の座標位置に基づく画像加工処理全体で画像内容に変更が生じる領域を含
む単一または複数の矩形領域の情報を取得し、かつ該単一または複数の矩形領域の画像を
選択的に要求する単一または複数のＨＴＴＰリクエストを該サーバに送信する請求項１か
ら１２のいずれか１つに記載の画像表示更新方法。
【請求項１４】
　前記ポインティングデバイスの描画操作態様が該ポインティングデバイスの移動速度で
ある請求項１から１３のいずれか１つに記載の画像表示更新方法。
【請求項１５】
　請求項１から１４のいずれか１つに記載の画像表示更新方法を実行するサーバ・クライ
アントシステム。
【請求項１６】
　請求項１から１４のいずれか１つに記載の画像表示更新方法を前記端末装置と前記サー
バ間で実行させるサーバ・クライアントシステム用プログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は端末装置のＷＥＢブラウザ画面上での描画操作に基づきサーバ側に保管され
ている画像に対し濃度表現を有する筆ツールによる加工を施す方法において、描画操作に
応じて時々刻々加工されていく画像が該描画操作から大きく遅れることなくＷＥＢブラウ
ザの画面に反映されるようにして、端末装置の操作者が思い通りの描画操作をできるよう
にしたものである。
【背景技術】
【０００２】
　インターネットを利用した画像共有サービスが出現している。画像共有サービスは参加
者の端末装置（クライアント端末）からサーバに写真、絵、図等の画像をアップロードし
て保管し、該保管された画像を参加者どうしが共有できるようにしたものである。画像共
有サービスではサーバに保管された画像を参加者が自己の端末装置からの操作により任意
に加工できるようにしている場合がある。この画像加工機能は従来は端末装置に、ヘルパ
ーアプリケーションプログラム、ＡｃｔｉｖｅＸ（登録商標）プログラム、ＪａｖａＡｐ
ｐｌｅｔプログラム等の専用の画像処理プログラムをインストールすることにより実現し
ていた。すなわち参加者が、加工しようとする画像をサーバから端末装置にダウンロード
し、該端末装置での描画操作に基づき該端末装置の画像処理プログラムで該操作に応じて
加工処理を行い、加工処理が済んだ画像をサーバにアップロードして再保管するようにし
ていた。しかしこの従来方法によれば端末装置に専用の画像処理プログラムをインストー
ルする必要があるため、普及の妨げになっていた。
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【０００３】
　端末装置に専用の画像処理プログラムをインストールすることなくＷＥＢブラウザの機
能を利用して画像共有サービスで画像加工処理を実現する方法として、サーバ側に画像処
理プログラムを用意し、端末装置から描画操作をして、サーバ側の画像処理プログラムで
該当する画像加工処理を実行する方法が考えられる。すなわち参加者は、加工処理しよう
とする画像をサーバから端末装置にダウンロードして該端末装置の該画像が表示されたブ
ラウザ画面上で描画操作をし、該端末装置はサーバで該描画操作に応じた画像加工処理を
実行するのに必要な情報をパラメータとして付加して該画像加工処理された画像を要求す
るＨＴＴＰリクエストを発行し、サーバはこのＨＴＴＰリクエストを受信して該リクエス
トにパラメータとして含まれる前記情報に基づき画像処理プログラムを制御して該当する
画像加工処理を実行しかつ該加工処理された画像をＨＴＴＰリクエストに対する応答とし
て返信し、端末装置は該加工処理された画像を受信してブラウザ画面に表示されている元
の画像を該加工処理された画像で更新するというものである。
【０００４】
　ところで画像加工処理を行っている際には、描画操作を行っている端末装置の画面上で
描画操作（カーソルの移動等）に追従して加工処理結果が反映される（すなわち画面上で
カーソルが通過した位置に沿って線が描かれていく等描画操作の進行に従って表示画像が
順次変更されていく）必要がある。このような表示の更新は一般にエコーバックと呼ばれ
る。描画操作ではエコーバックの応答が遅いと描画操作している画面上で加工処理結果が
即座に表示画像に反映されないため、思い通りの描画操作を行えず使い勝手の悪いものと
なる。
【０００５】
　エコーバックの応答の遅さは特に画像に濃度表現を有する筆ツールによる変更を加える
描画操作において問題となる。ここで「濃度表現を有する筆ツール」とはポインティング
デバイスの描画操作態様（マウスボタンを押したままカーソルを移動させるときの移動速
度、カーソルを１箇所に留まらせたままマウスボタンを押し続ける時間等）に応じて描画
濃度が変化する描画を実現する描画ツールであって、例えば筆ツール、ブラシツール、筆
ブラシツール、エアブラシツール等と呼ばれるものである。例えばエアブラシツールはス
プレーでインクを吹き付けたような効果を出すものであり、マウスボタンを押すことによ
りマウスカーソルの位置に所定の広がりで円状にインク吹き付け画像を描画する。円の中
心に近いほど濃くなるように濃度分布を設定して描画することもできる。そして１箇所で
マウスボタンを押し続ける時間により描画濃度をしだいに濃くすることができる。またマ
ウスボタンを押したままカーソルを移動させた場合は、その移動速度を速くすれば薄く描
画され、移動速度を遅くすれば濃く描画される。したがってエアブラシの描画操作による
加工処理結果（エアブラシにより加工された画像）が即座に該描画操作を行っている画面
上に反映されなければ操作者はどの位の時間マウスボタンを押し続ければよいのかあるい
はどの位の速度でマウスカーソルを移動させればよいのかがわからず、思い通りの描画を
行うことができない。したがってエコーバックの応答を速くすることは画像に濃度表現を
有する筆ツールによる変更を加える描画操作において特に重要である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　エコーバックの応答の速さが描画操作の操作性に影響を与えることは上述のとおりであ
るが、端末装置に専用の画像処理プログラムをインストールして画像加工処理を行う従来
方法によればエコーバックの応答を速くすることは容易であるから、問題なく画面上での
描画操作に追従して加工処理結果を該画面上に即座に反映させることができる。これに対
しサーバ側の画像処理プログラムを利用して加工処理を行う場合には、端末装置のブラウ
ザ画面上で描画操作をしてサーバ側で対応する画像加工処理を行い、その加工処理結果を
端末装置のブラウザ画面上に反映させるのに端末装置とサーバ間で通信が介在するので、
必然的にエコーバックの応答が遅くなる。その結果後者の方法では特に、画像に濃度表現
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を有する筆ツールによる変更を加える描画操作において使い勝手が悪くなることが予想さ
れる。
【０００７】
　前記サーバ側の画像処理プログラムを利用して画像加工処理を行う方法においてエコー
バックの応答を速くするためには、加工が行われた画像全体をサーバから送信してブラウ
ザ画面の画像表示全体を更新するのでなく、画像全体のうち加工が行われた領域に限って
サーバから送信してブラウザ画面の該当する領域を更新するという処理が必要である。と
ころが端末装置で描画操作が行われたときに、該端末装置が、該描画操作により加工が行
われる領域を計算したうえで、該描画操作に応じた画像加工処理を実行するのに必要な情
報をパラメータとして付加して画像全体のうち該画像加工処理が行われる領域の画像を要
求するＨＴＴＰリクエストを発行するのでは、加工が行われる領域の計算が済んでから画
像加工処理を実行するのに必要な情報がサーバに送られることになるため、サーバでの加
工開始時間が該計算に要する時間分遅れることになり、その分エコーバックの応答が遅く
なる。
【０００８】
　この発明は上述の点に鑑みてなされたもので、端末装置のＷＥＢブラウザ画面上での描
画操作に基づきサーバ側に保管されている画像に対し濃度表現を有する筆ツールによる加
工を施す方法において、描画操作に応じて時々刻々加工されていく画像が該描画操作から
大きく遅れることなくＷＥＢブラウザの画面に反映されるようにして、端末装置の操作者
が思い通りの描画操作をできるようにした手法を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明の画像表示更新方法は、端末装置にインストールされたＷＥＢブラウザの画面
に画像を表示し、該画面上で該端末装置の操作者がポインティングデバイスで描画操作を
することにより、該ポインティングデバイスによるカーソル位置の画像の表示に濃度表現
を有する筆ツールによる変更を加える画像表示更新方法であって、サーバに、前記操作者
による描画操作対象となる画像のデータと、該描画操作に応じて該画像データに対して画
像加工処理を実行する画像処理プログラムを保持管理し、前記端末装置と前記サーバをネ
ットワークを介して相互に通信可能な状態に設定し、前記端末装置のＷＥＢブラウザが前
記サーバに対しＨＴＭＬドキュメントをＨＴＴＰリクエストによって要求すると、該サー
バは該ＷＥＢブラウザによって解釈可能な描画操作エコーバックスクリプトが含まれたＨ
ＴＭＬドキュメントを該端末装置に該ＨＴＴＰリクエストに対する応答として返信し、該
端末装置のＷＥＢブラウザは該ＨＴＭＬドキュメントを受信して、該ＷＥＢブラウザに前
記描画操作エコーバックスクリプトを付加し、前記ＨＴＭＬドキュメントは、前処理とし
て、前記サーバが保持管理する前記描画操作対象画像をＨＴＴＰリクエストによって該サ
ーバに要求し、その返信として受け取った画像データによる画像を前記ＷＥＢブラウザの
画面に表示し、前記端末装置のＷＥＢブラウザに付加された前記描画操作エコーバックス
クリプトは、前記画像が表示された画面上で前記描画操作がされたときに、該描画操作に
応じたカーソル位置の座標情報をＸＭＬＨＴＴＰリクエストによって前記サーバに送信し
、前記サーバの画像処理プログラムは、受信した該カーソル位置の座標情報と、別途取得
しまたは初めから保持する筆の描画サイズの情報に基づき、自らが保持管理する前記描画
操作対象画像に対して、前記濃度表現を有する筆ツールによる画像加工処理を実行し、前
記描画操作エコーバックスクリプトは前記カーソル位置の座標情報を送信後に、前記ＷＥ
Ｂブラウザの画面に表示された画像を複数の領域に分割する矩形領域のうち前記画像加工
処理で画像内容に変更が生じる領域を含む単一または複数の矩形領域の情報を取得し、か
つ該単一または複数の矩形領域の画像を選択的に要求する単一または複数のＨＴＴＰリク
エストを該サーバに送信し、前記サーバは該単一または複数のＨＴＴＰリクエストを受信
して、前記ＷＥＢブラウザの画面に表示された画像の該当する単一または複数の矩形領域
の画像データを選択的に返信し、前記ＷＥＢブラウザは受信した単一または複数の矩形領
域の画像データによる画像を、該ＷＥＢブラウザの画面の該当する矩形領域に、それまで
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該矩形領域に表示されていた画像に代えて表示し、前記ＸＭＬＨＴＴＰリクエストによる
カーソル位置の座標情報の送信を、それ以前のＸＭＬＨＴＴＰリクエストにより送信され
たカーソル位置の座標情報に基づき加工処理された画像が前記ブラウザの画面に表示され
るの待たずに順次実行することにより、該ＷＥＢブラウザに表示されている画像があたか
も操作者の筆ツールによる描画操作に反応したかのように見せるものである。
【００１０】
　なおこの発明において「ＷＥＢブラウザ」とは、マイクロソフト社のＩｎｔｅｒｎｅｔ
　Ｅｘｐｌｏｒｅｒ（登録商標）等のＷＥＢページを閲覧するソフトウェアであり、明示
的に「ＷＥＢブラウザ」と称しているもの以外に、ＷＥＢページを閲覧する機能を有して
いるが「ＷＥＢブラウザ」と称していないものを含むものとする。
【００１１】
　この発明によれば、ＷＥＢブラウザの画面に表示された画像を複数の領域に分割する矩
形領域のうち、描画操作に基づく画像加工処理で画像内容に変更が生じる領域を含む単一
または複数の矩形領域の画像を選択的にサーバからＷＥＢブラウザに送信して該ＷＥＢブ
ラウザの画面表示を更新するので、ＷＥＢブラウザの画面に表示された画像全体分の画像
をサーバからＷＥＢブラウザに送信して該ＷＥＢブラウザの画面に表示された画像全体の
表示を更新する場合に比べて、更新画像のダウンロードに要する時間を短縮することがで
きる。その反面、この手法によればＷＥＢブラウザの画面に表示された画像全体の表示を
更新する場合に比べて、画像内容に変更が生じる領域を計算する分の時間が必要となる。
そこでこの発明では描画操作エコーバックスクリプトは画像が表示された画面上で描画操
作がされたときに、該描画操作に応じたカーソル位置の座標情報をＸＭＬＨＴＴＰリクエ
ストによってサーバにいち早く送信するようにしている（加工処理された画像を要求する
ＨＴＴＰリクエストはこの時点では送信せず、後に別途送信する。画像加工処理で画像内
容に変更が生じる領域の計算は該カーソル位置の座標情報をサーバに送信した後に端末装
置側またはサーバ側で行うことができる）。したがってサーバの画像処理プログラムは描
画操作から短時間のうちに該描画操作に対応した画像加工処理を開始することができる。
したがって描画操作がされたときに、加工が行われる領域の計算が済んでから画像加工処
理を実行するのに必要な情報をサーバに送る場合に比べて、描画操作がされてから画像加
工処理が終了するまでの時間を短縮することができる。これにより描画操作エコーバック
スクリプトは前記ＸＭＬＨＴＴＰリクエストを送信した後に、加工処理された画像を要求
するＨＴＴＰリクエストを送信すると、該当する加工処理された画像を少ない待ち時間で
取得することができる。その結果描画操作に応じて時々刻々加工されていく画像を該描画
操作から大きく遅れることなくＷＥＢブラウザの画面に反映させることが可能になり、端
末装置の操作者は濃度表現を有する筆ツールを用いた描画を自分の思い通りに実行するこ
とが可能になる。
【００１２】
　なお描画操作エコーバックスクリプトはＸＭＬＨＴＴＰリクエストによるカーソル位置
の座標情報の送信を、それ以前のＸＭＬＨＴＴＰリクエストにより送信されたカーソル位
置の座標情報に基づき加工処理された画像がブラウザの画面に表示されるの待たずに順次
実行するので、サーバの画像処理プログラムは描画操作に追従して画像加工処理を実行す
ることができる。このことも、描画操作に応じて時々刻々加工されていく画像が該描画操
作から大きく遅れることなくＷＥＢブラウザの画面に反映されることに寄与している。
【００１３】
　この発明の画像表示更新方法において、描画操作エコーバックスクリプトは画像加工処
理で画像内容に変更が生じる領域を含む単一または複数の矩形領域の情報を自ら計算して
取得することができる。また描画操作エコーバックスクリプトは画像加工処理で画像内容
に変更が生じる領域を含む単一または複数の矩形領域の情報をサーバの画像処理プログラ
ムが計算した結果を受信して取得することもできる。
【００１４】
　この発明の画像表示更新方法において、描画操作エコーバックスクリプトは筆の描画サ
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イズの情報をカーソル位置の座標情報と同時にサーバに送信することができる。また描画
操作エコーバックスクリプトは筆の描画サイズの情報を、操作者により筆の描画サイズの
設定操作がされたときにサーバに送信することもできる。
【００１５】
　この発明の画像表示更新方法において、サーバの画像処理プログラムは端末装置から受
信したカーソル位置の座標情報と、該端末装置から該カーソル位置の座標情報と同時に受
信しまたは該サーバが該カーソル位置の座標情報を受信する以前から保持している筆の描
画サイズの情報に基づき画像加工処理を実行し、かつ該画像描画処理により描画するまた
は描画した筆の描画中心位置の座標情報をＸＭＬＨＴＴＰリクエストに対する応答として
端末装置のＷＥＢブラウザに返信し、描画操作エコーバックスクリプトは該サーバから受
信する筆の描画中心位置の座標情報と、該サーバから該筆の描画中心位置の座標情報と同
時に受信しまたは該描画操作エコーバックスクリプトが該筆の描画中心位置の座標情報を
受信する以前から保持している筆の描画サイズの情報を利用して、画像加工処理で画像内
容に変更が生じる領域を含む単一または複数の矩形領域の情報を自ら計算して取得するこ
とができる。この場合筆の描画中心位置の座標情報はカーソル位置の座標情報そのものま
たは該カーソル位置の座標情報を補間処理した座標情報とすることができる。
【００１６】
　この発明の画像表示更新方法において、描画操作エコーバックスクリプトは自ら取得し
かつサーバを経由しないカーソル位置の座標情報と、該描画操作エコーバックスクリプト
が該カーソル位置の座標情報を取得する以前から保持している筆の描画サイズの情報を利
用して、画像加工処理で画像内容に変更が生じる領域を含む単一または複数の矩形領域の
情報を自ら計算して取得することができる。
【００１７】
　この発明の画像表示更新方法はさらに、他の端末装置からの描画操作により加工される
画像を自端末装置の画面上に反映させることができる。すなわち画像処理プログラムは描
画操作対象画像に対して他の端末装置から同時に描画操作がされたときに該描画操作に基
づく画像加工処理を併せて実行し、描画操作エコーバックスクリプトはタイマー駆動によ
り定期的にＸＭＬＨＴＴＰリクエストを発行し、画像処理プログラムは他の端末装置から
の描画操作に基づく画像加工処理に対応して、該画像処理プログラムで計算した画像内容
に変更が生じる領域を含む単一または複数の矩形領域の情報または描画操作エコーバック
スクリプトで該矩形領域を計算するのに必要な情報を該ＸＭＬＨＴＴＰリクエストに対す
る応答として返信し、描画操作エコーバックスクリプトは該サーバから受信して取得した
情報による単一または複数の矩形領域または該サーバから受信した情報に基づき自ら計算
して取得した情報による単一または複数の矩形領域の画像を選択的に要求する単一または
複数のＨＴＴＰリクエストを該サーバに送信し、サーバは該ＨＴＴＰリクエストを受信し
て、ＷＥＢブラウザの画面に表示された画像の該当する単一または複数の矩形領域の画像
データを選択的に返信し、ＷＥＢブラウザは受信した単一または複数の矩形領域の画像デ
ータによる画像を、該ＷＥＢブラウザの画面の該当する矩形領域に、それまで該矩形領域
に表示されていた画像に代えて表示する。
【００１８】
　この発明の画像表示更新方法において、サーバが保持管理する描画操作対象画像はその
画像全体に相当する単一の画像ファイルまたは該画像全体を実際に矩形に分割した複数の
スライス画像に相当する複数の画像ファイルで構成され、前記矩形領域は１つの画像ファ
イルによる画像を仮想的に複数の矩形に分割した該仮想分割画像単位の領域とすることが
できる。またサーバが保持管理する描画操作対象画像はその画像全体を実際に複数の矩形
に分割した複数のスライス画像の画像ファイルで構成され、前記矩形領域は該スライス画
像単位の領域とすることもできる。
【００１９】
　この発明の画像表示更新方法において、端末装置の描画操作エコーバックスクリプトは
、受信した単一または複数の矩形領域の画像を、前記ＷＥＢブラウザの該当する領域に、
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それまで該領域に表示されていた画像の手前にｚインデックスを変更することにより配置
して表示することができる。
【００２０】
　この発明の画像表示更新方法において、端末装置の描画操作エコーバックスクリプトは
、画像が表示された画面上で描画操作がされたときに、１回のＸＭＬＨＴＴＰリクエスト
につき、該描画操作によるカーソルの移動軌跡に応じた該カーソル位置の複数の座標位置
の情報をサーバに送信し、かつ該複数の座標位置に基づく画像加工処理全体で画像内容に
変更が生じる領域を含む単一または複数の矩形領域の情報を取得し、かつ該単一または複
数の矩形領域の画像を選択的に要求する単一または複数のＨＴＴＰリクエストを該サーバ
に送信することができる。
【００２１】
　この発明の画像表示更新方法において、ポインティングデバイスの描画操作態様は該ポ
インティングデバイスの移動速度や該ポインティングデバイスのボタン押下時間等とする
ことができる。
【００２２】
　この発明のサーバ・クライアントシステムはこの発明の画像表示更新方法を実行するも
のである。この発明のサーバ・クライアントシステム用プログラムはこの発明の画像表示
更新方法を端末装置とサーバ間で実行させるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
《実施の形態１》
　この発明の実施の形態を以下説明する。図１はシステム構成を示す。このシステムは端
末装置（ＨＴＴＰクライアント）１０とＨＴＴＰサーバ１２をインターネット等のＨＴＴ
Ｐプロトコルネットワーク１４を介して相互に接続してサーバ・クライアントシステムと
して構成されている。端末装置１０にはマウス、タブレット等のポインティングデバイス
１６とディスプレイ１８が付属されている。ここではポインティングデバイス１６として
マウスを使用する場合について説明する。また端末装置１０にはＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴ（
登録商標）をはじめとするＥＣＭＡＳｃｒｉｐｔ規格に準拠したスクリプト言語を解釈で
きるＩｎｔｅｒｎｅｔ　Ｅｘｐｌｏｒｅｒ等の一般的なＷＥＢブラウザがインストールさ
れている。この実施の形態では該スクリプト言語としてＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴを使用した
場合を示している。
【００２４】
　ＨＴＴＰサーバ１２には画像処理プログラムがインストールされている。この画像処理
プログラムは一般的なペイントソフトや画像編集（レタッチ）ソフトと同様に、様々な描
画ツール（濃度表現を有する筆ツール、鉛筆、直線、曲線、塗りつぶし、消しゴム等）を
使用して新規画像の作成および作成済み画像の加工を行えるものであるが、ここでは作成
済み画像を描画操作対象画像として、濃度表現を有する筆ツール（以下単に「筆ツール」
という）を使用して該描画操作対象画像の加工を行う場合について説明する。この実施の
形態の画像処理プログラムによれば端末装置１０の操作者は筆ツールについて次の描画属
性の指定を行うことができる。

（ａ）筆の色（赤、緑、青ごと）
（ｂ）筆の全体的な濃度
（ｃ）円形、楕円形などの筆の断面形状（描画形状）
（ｄ）筆の濃度分布パターン（筆の種類）
（ｅ）筆の描画サイズ
（ｆ）補間の有無

なお（ｄ）の筆の濃度分布パターンの指定で濃度表現を有する筆ツールの濃度分布パター
ンを指定することにより濃度表現を有する筆ツールが選択されることになる。また描画さ
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れる筆の各部の濃度は「（ｂ）で指定された全体的な濃度×（ｄ）で指定された濃度分布
パターン」によって決まる。この実施の形態では筆の描画形状が円形で、円の中心に近い
ほど濃くなるような濃度分布パターンで描画するものとする。円形の筆を指定した場合は
描画サイズの指定は筆の描画半径または描画直径（この実施の形態では描画半径）の指定
となる。
【００２５】
　ＨＴＴＰサーバ１２には前記画像処理プログラムにより筆ツール属性情報受信モジュー
ル２０、筆ツール計算モジュール２２、画像指定領域切り出しモジュール２４等が予め用
意されている。また、ＨＴＴＰサーバ１２の共有メモリ２６には筆ツール属性情報格納領
域２８と加工対象のビットマップ画像データ（描画操作対象画像）の格納領域３０が予め
用意されている。ＷＥＢブラウザからのＨＴＴＰリクエストに対してサービスするＨＴＴ
Ｐサーバ１２は、各リクエストに対して基本的に独立であり、通常はメモリ共有をしない
。しかしここでは描画操作のエコーバックをＷＥＢブラウザ上で実現するために、ＨＴＴ
Ｐサーバ１２は各サービスで共有メモリ２６を共有する。なおＨＴＴＰサーバ１２は全体
を１台のサーバで構成するほか、その機能を分散して複数台のサーバを組織して構成する
こともできる。
【００２６】
　筆ツール属性情報受信モジュール２０は端末装置１０から予め送られてくる筆ツールの
属性情報（この実施の形態では、色、全体的な濃度、断面形状、濃度分布パターン、補間
の有無）を受信し、共有メモリ２６の筆ツール属性情報格納領域２８に格納する。なおこ
の実施の形態では操作者によって設定される筆の属性のうち描画サイズ（描画半径）の情
報は実際に描画操作がされた時にカーソル位置の座標情報とともに端末装置１０からＨＴ
ＴＰサーバ１２に送信するようにしている。筆ツール計算モジュール２２は端末装置１０
で描画操作が実行されているときに、筆ツール属性情報格納領域２８に格納されている筆
ツールの属性情報（色、全体的な濃度、断面形状、濃度分布パターン、補間の有無）を取
得し、かつ端末装置１０から筆ツールの座標情報および描画サイズ（描画半径）の情報を
受け取り、共有メモリ２６のビットマップ画像データ格納領域３０の画像データに対して
、濃度計算をしながら画像に変更を加える処理（画像加工処理）を実行する。
【００２７】
　この濃度計算は例えば筆ツールによる描画操作により画像データに変更を加える領域（
描画直径）内の画素ごとに、該画像データによる画素値に１-α（αは適宜の係数で、０
＜α＜１）を掛けた値と筆ツールによる画素値にαを掛けた値どうしを加算することによ
り行われる。その結果該領域内の画素ごとに背景画像（元の画像）と筆による画像を混ぜ
た画素に加工され、筆による画像の奥に背景画像が透けて見える半透明の状態の画像が得
られる。この濃度計算は描画操作が実行されている間中、ｏｎＭｏｕｓｅＭｏｖｅイベン
トによって筆ツールの検出座標が変化するごとに前回の加工結果に対して順次繰り返され
る。その結果同一画素に対して加工が繰り返される場合は、該画素は次第に（つまり加工
回数が増えるにつれて）筆の影響が強くなりその分背景画像の影響が弱くなっていく。こ
こでｏｎＭｏｕｓｅＭｏｖｅイベントによる筆ツールの検出座標はマウスカーソルの移動
速度が遅いときは前回の検出座標との距離が短く、該移動速度が速くなるほど前回の検出
座標との距離が長くなるので、１つの画素に対して筆の描画直径が通過する間に繰り返さ
れる加工回数はマウスカーソルの移動速度が遅いときは多くなり、該移動速度が速いとき
は少なくなる。したがってマウスカーソルの移動速度が遅いときは筆が濃く描画され、該
移動速度が速いときは筆が薄く描画される。このようにして濃度表現を有する筆による描
画表現が実現される。
【００２８】
　上記濃度計算はｏｎＭｏｕｓｅＭｏｖｅイベントによって筆ツールの検出座標が変化す
るごとに行うのに代えてタイマーイベント（ｓｅｔＩｎｔｅｒｖａｌあるいはｓｅｔＴｉ
ｍｅｏｕｔ）により一定時間ごとに行うこともできる。タイマーイベントとしてｓｅｔＩ
ｎｔｅｒｖａｌを使用する場合は１回設定すると一定時間ごとに繰り返し設定した濃度計



(11) JP 2010-26542 A 2010.2.4

10

20

30

40

50

算の関数が呼び出される。これに対しｓｅｔＴｉｍｅｏｕｔを使用する場合は一定時間後
に１回だけ濃度計算の関数が呼び出されるので、この呼び出された関数の中で再びｓｅｔ
Ｔｉｍｅｏｕｔを設定することによって繰り返し関数が呼ばれるようにする。タイマーイ
ベントを使用した場合も、ｏｎＭｏｕｓｅＭｏｖｅイベントを使用した場合と同様に、マ
ウスカーソルの移動速度が遅いときは、１つの画素に対して筆の描画直径が通過する時間
が長くなるので加工回数が多くなり、その結果筆が濃く描画される。これに対しマウスカ
ーソルの移動速度が速いときは、１つの画素に対して筆の描画直径が通過する時間が短く
なるので加工回数が少なくなり、その結果筆が薄く描画される。
【００２９】
　濃度表現を有する筆による描画表現は上記濃度計算以外の方法でも実現可能である。例
えば筆の描画直径内の背景画像（元の画像）の飛び飛びの位置の画素を筆による画素で置
き換えることにより、人の目には（つまり巨視的には）筆による画像の奥に背景画像が透
けて見える半透明の状態の画像が得られる。そして描画操作が実行されている間中、筆の
描画直径内について、ｏｎＭｏｕｓｅＭｏｖｅイベントによって筆ツールの検出座標が変
化するごとにこの画素の置き換え箇所を順次増やしていくことにより、次第に筆の影響が
強くなりその分背景画像の影響が弱くなっていく。ここでｏｎＭｏｕｓｅＭｏｖｅイベン
トによる筆ツールの検出座標はマウスカーソルの移動速度が遅いときは前回の検出座標と
の距離が短く、該移動速度が速くなるほど前回の検出座標との距離が長くなるので、筆の
描画直径が通過する領域の単位面積あたりの画素の置き換え数はマウスカーソルの移動速
度に応じて変化する。すなわち該置き換え数はマウスカーソルの移動速度が遅いときは多
くなり、該移動速度が速くなるほど少なくなる。したがってマウスカーソルの移動速度が
遅いときは筆が濃く描画され、該移動速度が速いときは筆が薄く描画される。このように
して濃度表現を有する筆による描画表現が実現される。
【００３０】
　上記画素の置き換えはｏｎＭｏｕｓｅＭｏｖｅイベントによって筆ツールの検出座標が
変化するごとに行うのに代えてタイマーイベントで計測した一定時間ごとに行うこともで
きる。これによれば筆の描画直径が通過する領域の単位面積あたりの画素の置き換え数は
マウスカーソルの移動速度が遅いときは多くなり、該移動速度が速くなるほど少なくなる
。したがってマウスカーソルの移動速度が遅いときは筆が濃く描画され、該移動速度が速
いときは筆が薄く描画される。
【００３１】
　ＨＴＴＰサーバ１２の記憶装置３２には端末装置１０からアクセスがあったときに最初
に読み出されるＨＴＭＬドキュメントが記憶されている。このＨＴＭＬドキュメントには
端末装置１０のＷＥＢブラウザによって実行可能な、ＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴによって記述
された描画操作エコーバックスクリプトが含まれている。ＨＴＭＬドキュメントに描画操
作エコーバックスクリプトを含ませて解釈する方法としては、ＨＴＭＬドキュメントの内
部にそのまま描画操作エコーバックスクリプトを記述して一括して読み込み解釈する方法
（内部記述による方法）、ＨＴＭＬドキュメントの解釈中に外部ファイルとしてＨＴＴＰ
サーバ１２から描画操作エコーバックスクリプト部分を読み込んで全体を組み立ててから
解釈する方法（外部ファイルによる方法）等がある。ＨＴＴＰサーバモジュール３４はＨ
ＴＴＰプロトコルにより端末装置１０との通信を行う。
【００３２】
　図１のシステム構成において筆ツールにより描画される画像について説明する。図２は
描画操作対象画像の全体を構成するカンバス３６に対して筆ツールにより描画を行う状態
を示す。なお端末装置１０のディスプレイ１８にはこのカンバス３６の全体（カンバス３
６すなわち描画操作対象画像全体がディスプレイ１８の表示領域に収まる大きさの場合）
または一部（カンバス３６すなわち描画操作対象画像全体がディスプレイ１８の表示領域
に収まらない大きさの場合）が表示される。カンバス３６の一部が表示される場合は操作
者のスクロール操作により表示領域を移動して任意の画像領域を表示することができる。
いま操作者が描画操作対象画像が表示されたディスプレイ１８の画面上で、マウスカーソ
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ルを図２（ａ）に示すようにカンバス３６上の例えば左上角を原点Ｏとする任意の位置Ｐ
１（ｘ１，ｙ１）に位置決めしてマウスボタンを押下すると、該マウスカーソル位置Ｐ１
（ｘ１，ｙ１）を中心とする半径ｒの円形に筆ツールによる画像３８が描かれる。ここで
は円の中心に近いほど濃くなるように濃度分布が設定されている。マウスボタンを押下し
たままマウスカーソルを移動すると、図２（ｂ）に示すようにマウスカーソルの移動軌跡
Ｐ１，Ｐ２，・・・，Ｐｍに追従して筆ツールによる連続した画像３８（太さ２ｒの曲線
画像）が描かれていく。このとき画像３８の描画濃度はマウスカーソルの移動速度によっ
て変化する。すなわちマウスカーソルの移動速度を速くすれば薄く描画され、遅くすれば
濃く描画される。
【００３３】
　図２の描画を実現するための画像加工処理はＨＴＴＰサーバ１２の筆ツール計算モジュ
ール２２によって実現される。そしてこの画像加工処理により時々刻々加工されていく画
像を端末装置１０のディスプレイ１８（ＷＥＢブラウザの画面）にエコーバックとして表
示する。このとき更新速度を速くするためにカンバス３６を仮想的に矩形に分割して管理
する。図３はこの矩形分割の一例を示す。図３ではカンバス３６を、その原点Ｏから横方
向（ｘ軸方向）および縦方向（ｙ軸方向）にそれぞれ所定画素数ずつ区切って同一の大き
さの矩形４０に分割している。ここでは個々の矩形４０を「セル」と呼ぶことにする。個
々のセルの大きさはディスプレイ１８の表示領域全体の大きさに比べて十分に小さく、例
えば縦・横各方向とも４８画素程度に設定することができる。カンバス３６の原点Ｏから
数えたセル４０の番地を｛Ｘ，Ｙ｝（Ｘ＝０，１，２，・・・Ｍ、Ｙ＝０，１，２，・・
・Ｎ）で表す。エコーバックは描画操作に基づく画像加工処理により画像内容に変更を生
じたセルの画像（仮想分割画像、セル画像）をＨＴＴＰサーバ１２から端末装置１０のＷ
ＥＢブラウザに供給することにより行う。図２（ａ）に対応する図３の例で言えば、マウ
スカーソルをカンバス３６上の任意の位置Ｐ１（ｘ１，ｙ１）に位置決めしてマウスボタ
ンを押下すると、マウスカーソル位置Ｐ１（ｘ１，ｙ１）を中心とする半径ｒの円形に筆
による画像３８が描かれる。その結果Ｘ座標が４，５，６，７でＹ座標が３，４，５，６
である図３に太線で囲んだ領域の１４個のセルの画像内容に変更が生じる。そこでＷＥＢ
ブラウザはＨＴＴＰリクエストによりこの変更後の１４個のセル画像を要求し、ＨＴＴＰ
サーバ１２は保持している画像加工処理が行われた画像からこの１４個のセル画像を切り
出してＷＥＢブラウザに送信する。ＷＥＢブラウザは受信した各セル画像をディスプレイ
１８に表示されている画像の該当する矩形領域に、それまで該矩形領域に表示されていた
画像に代えて表示する。このようにしてエコーバックが行われる。そして以上の画像加工
処理およびエコーバック処理をカーソルが移動する（画像上でカーソル座標が変化する）
ごとに実行することにより描画操作に追従して画像加工処理およびエコーバックがリアル
タイムで行われるようにする。このときＨＴＴＰサーバ１２からは画像内容に変更が生じ
たセル画像のみを送信するので、描画操作対象画像全体を送信する場合に比べて画像表示
を高速に更新することができる。なお後述する数４あるいは図７の手法のように、画像内
容に変更が生じる領域全体を含む１つの矩形領域が掛かる全てのセル画像（画像内容に変
更が生じるセルに隣接する画像内容に変更が生じないセル画像が含まれる場合がある）を
ＨＴＴＰサーバに要求して画像表示を更新することもできる。
【００３４】
　図１のシステムを使用して端末装置１０の操作者によるブラウザ画面からの描画操作に
よりＨＴＴＰサーバ１２側で描画操作対象画像に対して順次画像加工処理を行い、かつそ
のエコーバックとして端末装置１０のディスプレイ１８に表示されている描画操作対象画
像を順次更新していく処理手順を図４を参照して説明する。はじめに実際に描画操作を開
始する前の前処理について説明する。端末装置１０で操作者がＷＥＢブラウザを起動して
ＨＴＴＰサーバ１２（ＷＥＢサイト）へのアクセスを指示操作をすると（Ｓ１）、ＷＥＢ
ブラウザはＨＴＴＰサーバ１２に対しＨＴＭＬドキュメントを要求するＨＴＴＰリクエス
トを送信する（Ｓ２）。ＨＴＴＰサーバ１２はこれを受信して、記憶装置３２から指定さ
れたＨＴＭＬドキュメントの入ったファイルを読み出し返信する（Ｓ３）。ＨＴＴＰサー
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バ１２は記憶装置３２からＨＴＭＬドキュメントの入ったファイルを読み出すのに代えて
、ｃｇｉプログラムでＨＴＭＬドキュメントを生成し返信することもできる。このＨＴＭ
Ｌドキュメントには端末装置１０のＷＥＢブラウザによって実行可能な、ＪＡＶＡＳＣＲ
ＩＰＴによる描画操作エコーバックスクリプトが格納（内部記述または外部ファイルによ
る）されている。ＷＥＢブラウザは送られてきた描画操作エコーバックスクリプトを含む
ＨＴＭＬドキュメントを解釈する（Ｓ４）。以下ＷＥＢブラウザ側の処理はこのＪＡＶＡ
ＳＣＲＩＰＴによって実行される。
【００３５】
　ＷＥＢブラウザはいわゆるペイントシステムを構成するためのメニューシステム（描画
ツールの選択や属性の設定を行うためのツールボックス等）をＷＥＢブラウザの画面上に
構成（表示）する（Ｓ５）。このＷＥＢブラウザ画面上へのメニューシステムの構成はＪ
ＡＶＡＳＣＲＩＰＴによりメニューシステムをＷＥＢブラウザの画面上に構成する周知の
手法を用いて実現することができる。そして複数回のＨＴＴＰリクエストでメニュー画像
を読み込んでＷＥＢブラウザの画面上にメニューを組み立てることができる。
【００３６】
　またＷＥＢブラウザにはＨＴＴＰサーバ１２側で設定したカンバス３６上の各セル位置
を識別するために必要な情報（セルのサイズ、番地の付与方法等）が定義される。ＷＥＢ
ブラウザはさらにＨＴＴＰサーバ１２が保持管理する描画操作対象画像をＨＴＴＰリクエ
ストによってＨＴＴＰサーバ１２に要求する（Ｓ６）。このセルを定義し描画操作対象画
像を要求する一連のＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴのプログラムリスト例を数１に示す。
【数１】
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　ＨＴＴＰサーバ１２は描画操作対象画像を要求するＨＴＴＰリクエストを受け取ると、
ビットマップ画像データ格納領域３０から指定された画像ファイルを読み出し描画操作対
象画像として返信する（Ｓ７）。ＷＥＢブラウザはこの描画操作対象画像を受け取って表
示する（Ｓ８）。操作者はＷＥＢブラウザの画面に表示されたメニューシステムを操作し
て筆ツールについて色、全体的な濃度、断面形状、濃度分布パターン、描画サイズ、補間
の有無の各属性を指定する（Ｓ９）。ＷＥＢブラウザは指定された筆の属性のうち描画サ
イズを除く属性を引数に設定してＸＭＬＨＴＴＰリクエストを発行する（Ｓ１０）。この
ＸＭＬＨＴＴＰリクエストを発行するＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴのプログラムリスト例を数２
に示す。
【数２】

【００３８】
　ＨＴＴＰサーバ１２はこのＸＭＬＨＴＴＰリクエストを受け取ってその中に含まれる筆
の属性情報（色、全体的な濃度、断面形状、濃度分布パターン、補間の有無）を共有メモ
リ２６の筆ツール属性情報格納領域２８に保存する（Ｓ１１）。ＨＴＴＰサーバ１２はＸ
ＭＬＨＴＴＰリクエストに対する応答としてダミー情報を返信する（Ｓ１２）。ＷＥＢブ
ラウザはこの応答を受け取ってそのまま廃棄する（Ｓ１３）。ダミー情報に代えてエラー
情報（エラーの有無を通知する情報）を返信することもできる。以上で前処理が終了し、
操作者による描画操作が可能な状態となる。
【００３９】
　次に、以上のようにして前処理が終了した状態で操作者が実際に描画操作したときの処
理について説明する。操作者がＷＥＢブラウザに表示された描画操作対象画像上の描画し
たい場所にマウスカーソルを位置決めしてマウスボタンを押下すると（Ｓ１４）、これを
トリガにしてＷＥＢブラウザは該画像上での筆ツールの座標（マウスカーソルの座標）お
よび前記属性設定で指定された筆ツールの描画サイズ（描画半径）を引数に設定してＸＭ
ＬＨＴＴＰリクエストを発行する（Ｓ１５）。このＸＭＬＨＴＴＰリクエストを発行する
ＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴのプログラムリスト例を数３に示す。
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【数３】

【００４０】
　ＨＴＴＰサーバ１２はＸＭＬＨＴＴＰリクエストを受け取ると、先に保存されている筆
ツールの属性（色、全体的な濃度、断面形状、濃度分布パターン、補間の有無）と、今回
送られてきた筆ツールの座標および描画半径に基づき、画像処理プログラムを使用して、
自らが保持管理する描画操作対象画像に対して筆ツールによる画像加工処理を実行する。
このようにして画像処理プログラムは描画操作から短時間のうちに（つまり画像加工処理
によって画像内容に変更が生じるセルの計算結果が出るのを待つことなく）該描画操作に
対応した画像加工処理を開始することができる。そしてＨＴＴＰサーバ１２は実際に加工
した（またはこれから加工しようとする）該画像加工処理の中心座標（筆ツールの座標）
と描画半径をＸＭＬＨＴＴＰリクエストに対する応答として返信する（Ｓ１６）。なお属
性設定で補間の有無について「有り」が指示された場合であって前回のＸＭＬＨＴＴＰリ
クエストで送られてきた筆ツールの座標と今回のＸＭＬＨＴＴＰリクエストで送られてき
た筆ツールの座標との間が離れている場合は該座標間を補間（直線補間、スプライン補間
等）して画像加工処理を施し、かつ該補間した複数の中心座標と描画半径を返信する。
【００４１】
　ＷＥＢブラウザは画像加工処理の中心座標と描画半径を受け取ると、これらの情報に基
づき、描画操作対象画像を仮想的に分割するいずれのセルの画像内容に画像加工処理によ
る変更が生じるかを計算する。そして計算により求められたセルを識別する番号（例えば
図３のＸ，Ｙ座標を組み合わせた数値）を引数として該当するセル画像を要求するＨＴＴ
Ｐリクエストを発行する（Ｓ１７）。この際ＨＴＴＰリクエストの仕様上、返信として受
け取る予定のセル画像の表示位置（ブラウザ画面の原点を基準とした位置）を指定する。
なおＨＴＴＰリクエストは要求するセル画像ごとに発行されるので、このＨＴＴＰリクエ
ストは複数になる場合がある。
【００４２】
　ＨＴＴＰサーバ１２はＨＴＴＰリクエストを受け取ると、自らが保持管理する描画操作
対象画像から該リクエストで指示されるセルの識別番号に対応する矩形領域の画像を切り
取って返信する（Ｓ１８）。ＷＥＢブラウザは送られてきたセル画像を、ブラウザの画面
の該当する領域（画像要求時に指定した表示位置）に現在表示している画像の手前にｚイ
ンデックスの機能で表示する。すなわち１つのセル画像の受信を終了したら、該新たなセ
ル画像のｚインデックスを現在その領域に表示されている画像のｚインデックスよりも大
きい値に設定することにより、該新たなセル画像を手前に配置して表示する（Ｓ１９）。
以上の処理によればＨＴＴＰサーバ１２からは画像内容に変更が生じたセルの画像のみを
送信するので、描画操作対象画像全体を送信する場合に比べて画像表示を高速に更新する
ことができる。画像内容に変更が生じるセルを計算して該計算に基づきＨＴＴＰリクエス
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トを発行し、さらに該ＨＴＴＰリクエストに対する応答として送られてきたセル画像を現
在表示している画像の手前にｚインデックスの機能で表示するＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴのプ
ログラムリスト例を数４～数５に示す。なお数４では計算を容易にするために、画像内容
に変更が生じる全てのセルのみを計算するのに代えて、画像内容に変更が生じる全てのセ
ルを含む最小の矩形領域に含まれるセルを計算している。すなわち図３の例で言えば、Ｘ
座標が４，５，６，７でＹ座標が３，４，５，６である矩形領域（後述する図７（ｂ）に
太線で囲んだ領域と同じ）に含まれる１６個のセルを計算している。その結果この１６個
のセルの中には画像内容に変更が生じたセルに隣接する画像内容に変更が生じていないセ
ル｛７，３｝、｛７，６｝も含まれることになるが、この発明はＷＥＢブラウザが画像内
容に変更が生じていないセルの画像を一部含んで要求し画像表示を更新する場合を排除す
るものではない。この場合も描画操作対象画像全体を送信する場合に比べて画像表示を高
速に更新することができる。
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【００４３】
（数４続き）



(18) JP 2010-26542 A 2010.2.4

10

20

30

40

50

【数５】

【００４４】
　以上の処理によりＷＥＢブラウザの画面では描画操作に伴い描画操作対象画像に描画加
工処理が施されたかのように表示が更新される（エコーバックされる）。そして前記ＸＭ
ＬＨＴＴＰリクエストによる筆ツールの座標および描画半径の送信（Ｓ１５）を筆ツール
の座標が変化するごと（ｏｎＭｏｕｓｅＭｏｖｅイベントによる筆ツールの検出座標が変
化するごと、すなわち筆ツールの移動速度が遅ければ１画素ごと、速ければ検出される飛
び飛びの位置の画素ごと）に順次実行する。すなわちそれ以前のＸＭＬＨＴＴＰリクエス
トにより送信されたカーソル位置の座標情報に基づき加工処理された画像がＷＥＢブラウ
ザの画面に表示されるの待たずにカーソル位置の座標情報の送信を順次実行する。これに
より筆ツールの動きに追従して筆ツールによる描画が順次実行される。またこれに合わせ
てリアルタイムでエコーバックが行われる。
【００４５】
《実施の形態２》
　前記実施の形態１では筆ツールの座標が変化するごとに画像内容に変更が生じるセルを
計算しかつ該当するセル画像をＨＴＴＰサーバ１２に要求したが、これでは筆ツールの座
標が変化するごとにＨＴＴＰサーバ１２から該当するセル画像を送信することになるので
、ＷＥＢブラウザの通信セッションが足らなくなり（受信すべきセル画像の数が多くなり
、該セル画像の受信が追いつかなくなる）、エコーバックがリアルタイムでブラウザ画面
に表示されない場合が生じる可能性がある。そこで筆ツールの座標の変化が複数回生じる
ごとに、該複数回の座標の変化に基づく画像加工処理全体で画像内容に変更が生じるセル
を計算しかつ該当するセル画像（該複数回の座標の変化による画像加工処理が済んだ画像
）をＨＴＴＰサーバ１２に要求する。このようにすれば筆ツールの座標が複数回変化する
ごとにＨＴＴＰサーバ１２から該当するセル画像を送信すれば済むので、筆ツールの座標
が変化するごとにＨＴＴＰサーバ１２から該当するセル画像を送信する場合に比べてＨＴ
ＴＰサーバ１２から送信するセル画像の数を減少させることができ、ＷＥＢブラウザの通
信セッション不足を緩和することができる。
【００４６】
《実施の形態３》
　前記実施の形態１ではＸＭＬＨＴＴＰリクエストによる筆ツールの座標および描画半径
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の送信（図４のＳ１５）を筆ツールの座標が変化するごとに行ったが、これではＷＥＢブ
ラウザ側の通信セッションが足らなくなって（つまり通信セッションがＸＭＬＨＴＴＰリ
クエストによる筆ツールの座標および描画半径の送信のためだけに費やされ、加工処理し
たセル画像の受信が追いつかなくなる）、エコーバックがリアルタイムでブラウザ画面に
表示されない場合が生じる可能性がある。そこでＸＭＬＨＴＴＰリクエストによる筆ツー
ルの座標および描画半径の送信を筆ツールの座標が変化するごとに行うのに代えて、筆ツ
ールの座標が所定の複数回変化するごとに該変化した複数個の座標および描画半径の組を
まとめて１回のＸＭＬＨＴＴＰリクエストで送信する。このようにすればＸＭＬＨＴＴＰ
リクエストによる筆ツールの座標および描画半径の送信（図４のＳ１５）の回数が減少す
るので、ＷＥＢブラウザの通信セッション不足を緩和することができる。この場合前記実
施の形態２の手法も併用して、該１回のＸＭＬＨＴＴＰリクエストで送信した複数個の座
標に基づく画像加工処理全体で画像内容に変更が生じるセルを計算しかつ該当するセル画
像（該複数個の座標による画像加工処理が済んだ画像）をＨＴＴＰサーバ１２に要求する
ようにすれば、ＷＥＢブラウザの通信セッション不足をより緩和することができる。
【００４７】
　実施の形態３による処理手順を図５を参照して説明する。ここでは前記実施の形態２の
手法も併用する。なお前処理は実施の形態１で説明したのと同じであるのでその説明は省
略する。前処理が終了した状態で操作者がＷＥＢブラウザに表示された描画操作対象画像
上の描画したい場所にマウスカーソルを位置決めしてマウスボタンを押下しながら移動す
ると（Ｓ２１）、ＷＥＢブラウザは該画像上での筆ツールが移動した複数の座標および属
性設定で指定された筆ツールの描画半径の組を引数に設定してＸＭＬＨＴＴＰリクエスト
を発行する（Ｓ２２）。この引数の組の数は例えば２～４個程度である。このＸＭＬＨＴ
ＴＰリクエストを発行するＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴのプログラムリスト例を数６～数７に示
す。
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【数６】

【００４８】
（数６続き）
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【数７】

【００４９】
　ＨＴＴＰサーバ１２はＸＭＬＨＴＴＰリクエストを受け取ると、先に保存されている筆
ツールの属性（色、全体的な濃度、断面形状、濃度分布パターン、補間の有無）と、今回
送られてきた複数の筆ツールの座標および描画半径の組に基づき、画像処理プログラムを
使用して、自らが保持管理する前記描画操作対象画像に対して筆ツールによる画像加工処
理を実行する。そして実際に加工した（またはこれから加工しようとする）複数の該画像
加工処理の中心座標（筆ツールの座標）と描画半径をＸＭＬＨＴＴＰリクエストに対する
応答として返信する（Ｓ２３）。なお属性設定で補間の有無について「有り」が指示され
た場合であって今回送られてきた筆ツールの複数の座標間が離れている場合は該座標間を
補間して画像加工処理を施し、かつ該補間により数が増えた中心座標と描画半径を返信す
る。また前回のＸＭＬＨＴＴＰリクエストで送られてきた筆ツールの最後の座標と今回の
ＸＭＬＨＴＴＰリクエストで送られてきた筆ツールの最初の座標との間が離れている場合
も該座標間を補間して画像加工処理を施し、かつ該補間された分の中心座標と描画半径を
併せて返信する。
【００５０】
　ＷＥＢブラウザは複数の画像加工処理の中心座標と描画半径を受け取ると、これらの情
報に基づき、これら複数の中心座標全体で、描画操作対象画像を分割するいずれのセルの
画像内容に画像加工処理による変更が生じるかを計算する。そして計算により求められた
セルの識別番号（例えば図３のＸ，Ｙ座標を組み合わせた数値）を引数として該当するセ
ル画像を要求するＨＴＴＰリクエストを発行する（Ｓ２４）。この際ＨＴＴＰリクエスト
の仕様上、返信として受け取る予定のセル画像の表示位置（ブラウザ画面の原点を基準と
した位置）を指定する。このＨＴＴＰリクエストはそのリクエスト数が増える可能性があ
る以外は前記実施の形態１のステップＳ１７（図４）における処理と同じである。ＨＴＴ
Ｐサーバ１２は今回の複数の筆ツールの座標および描画半径により加工処理された最終的
な画像（例えば筆ツールの座標の４個を１組にする場合は、この４個の座標全部による加
工処理が済んだ画像）から、要求されたセル画像を切り出してＷＥＢブラウザに送信する
（Ｓ２５）。このＨＴＴＰリクエストに対するＨＴＴＰサーバ１２によるセル画像の送信
処理およびＷＥＢブラウザによる該セル画像の受信および表示処理（Ｓ２６）は、実施の
形態１のステップＳ１８，Ｓ１９とそれぞれ同じである。
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　前記ＸＭＬＨＴＴＰリクエストによる複数の筆ツールの座標および描画半径の組の送信
（Ｓ２１）を筆ツールの座標が所定の複数回変化するごとに順次実行する（前回送信して
から所定時間内に該所定の複数回に達しない場合は該所定時間経過後に送信する）ことに
より、筆ツールの動きに追従して筆ツールによる描画が順次実行されていく。この実施の
形態３によれば、筆ツールの座標が変化するごとにＸＭＬＨＴＴＰリクエストを発行する
場合に比べてＸＭＬＨＴＴＰリクエストの回数が減少する。また複数の筆ツールの座標全
部による加工処理が済んだ画像からセル画像を切り出してＷＥＢブラウザに送信するので
、筆ツールの座標が変化するごとにセル画像を切り出してＷＥＢブラウザに送信する場合
に比べてＨＴＴＰサーバ１２から送信するセル画像数も減少する。これによりＷＥＢブラ
ウザ側の通信セッション不足を防止することができる。
【００５２】
《実施の形態４》
　前記実施の形態では端末装置１０からの描画操作により該端末装置１０にエコーバック
する場合について説明したが、描画操作対象画像に対し端末装置１０と他の端末装置で同
時に描画操作を行って（または他の端末装置単独で描画操作を行って）、他の端末装置に
よる描画操作により加工処理された画像を端末装置１０にエコーバックさせることもでき
る。そのようにする場合の端末装置１０とＨＴＴＰサーバ１２間の処理手順を図６を参照
して説明する。なお前処理は実施の形態１で説明したのと同じであるのでその説明は省略
する。
【００５３】
　ＷＥＢブラウザは、前処理が終了した状態で、実施の形態１と同様にして端末装置１０
における描画操作に基づきＸＭＬＨＴＴＰリクエストによる筆ツールの座標および描画半
径を送信する。そして該描画操作に基づくＸＭＬＨＴＴＰリクエストの合間に、所定の設
定時間が経過するごとにタイマーイベント（ｓｅｔＩｎｔｅｒｖａｌあるいはｓｅｔＴｉ
ｍｅｏｕｔ。ｓｅｔＴｉｍｅｏｕｔを使用する場合は設定時間後に再びｓｅｔＴｉｍｅｏ
ｕｔを設定する）によるトリガで（Ｓ３１）他の端末装置のＷＥＢブラウザからの描画操
作に基づいてされた画像加工処理の中心座標と描画半径の組を要求するＸＭＬＨＴＴＰリ
クエストを発行する（Ｓ３２）。ＨＴＴＰサーバ１２はこのリクエストを受信して、該他
の端末装置のＷＥＢブラウザからの操作で実際に画像加工した（またはこれから加工しよ
うとする）中心座標と描画半径のうち、前回のタイマートリガによるＸＭＬＨＴＴＰリク
エストの返信の際に返信していないものを返信する（Ｓ３３）。この返信を受け取ったと
きのＷＥＢブラウザによる画像内容に変更が生じるセルの計算および該当するセル画像を
要求するＨＴＴＰリクエストの送信処理（Ｓ３４）、このＨＴＴＰリクエストに対するＨ
ＴＴＰサーバ１２によるセル画像の送信処理（Ｓ３５）、ＷＥＢブラウザによる該セル画
像の受信および表示処理（Ｓ３６）は、実施の形態１のステップＳ１７，Ｓ１８，Ｓ１９
と同じである。以上の処理により、描画操作対象画像に対し端末装置１０と他の端末装置
で同時に描画操作を行って（または他の端末装置単独で描画操作を行って）、該描画操作
により加工処理された画像を端末装置１０にエコーバックさせることができる。なお、他
の端末装置においてもタイマーイベントによるトリガに基づき端末装置１０と同様に処理
することにより、端末装置１０における描画操作により加工された画像を他の端末装置に
エコーバックさせることができ、これにより各端末装置で共通の画像を表示しながら同時
に描画操作をすることができる。タイマートリガによりＸＭＬＨＴＴＰリクエストを発行
するＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴのプログラムリスト例を数８に示す。



(23) JP 2010-26542 A 2010.2.4

10

20

30

40

50

【数８】

【００５４】
《その他の実施の形態》
　前記実施の形態の一部を以下のように様々に変更することができる。
［Ａ］前記実施の形態では筆ツールの描画サイズ（半径または直径）の情報を属性設定時
にＨＴＴＰサーバ１２に送信せずに実際に描画操作が行われたときに筆ツールの座標と組
にして送信するようにしたが、これに代えて描画サイズの情報を属性設定時に他の属性（
色、全体的な濃度、断面形状、濃度分布パターン、補間の有無）とともにＨＴＴＰサーバ
１２に送信し、ＨＴＴＰサーバ１２の共有メモリ２６の筆ツール属性情報格納領域２８に
格納して画像加工処理に利用することができる。
【００５５】
［Ｂ］前記実施の形態ではＷＥＢブラウザはＨＴＴＰサーバ１２から返信される画像加工
処理の中心座標と描画半径に基づいて画像内容に変更が生じるセルを計算したが、これに
代えてＷＥＢブラウザが自ら保持する描画操作時の筆ツールの座標と描画サイズの情報に
基づいて画像内容に変更が生じるセルを計算することもできる。あるいはＷＥＢブラウザ
はＨＴＴＰサーバ１２から返信される画像加工処理の中心座標とＷＥＢブラウザが自ら保
持する描画サイズの情報に基づいて画像内容に変更が生じるセルを計算することもできる
。ただし前者の場合、ＨＴＴＰサーバ１２側で座標を補間処理して画像処理を行う場合は
、ＷＥＢブラウザが画像内容に変更が生じるセルを正しく計算するためには、該ＷＥＢブ
ラウザ側でも同じ補間計算をしたうえで画像内容に変更が生じるセルの計算をする必要が
ある。
【００５６】
［Ｃ］前記実施の形態ではＷＥＢブラウザ側で画像内容に変更が生じるセルを計算したが
、これに代えてＨＴＴＰサーバ１２側で画像加工処理の中心座標と描画半径に基づいて画
像内容に変更が生じるセルを計算し、該計算により求められたセルの識別番号（例えば図
３のＸ，Ｙ座標を組み合わせた数値）をＷＥＢブラウザに送信することもできる。
【００５７】
［Ｄ］あるいはＨＴＴＰサーバ１２側で画像加工処理の中心座標と描画半径に基づいて画
像内容に変更が生じる領域全体を含む１つの矩形領域を特定する座標情報をＷＥＢブラウ
ザに送信し、ＷＥＢブラウザ側で該矩形領域が掛かる全てのセルを計算することもできる
。図７はその説明図である。図７は前記図２（ａ）と同じ描画状態を示す。すなわち図７
（ａ）のようにマウスカーソルをカンバス３６上の任意の位置Ｐ１（ｘ１，ｙ１）に位置
決めしてマウスボタンを押下すると、マウスカーソル位置Ｐ１（ｘ１，ｙ１）を中心とす
る半径ｒの円形に筆による画像３８が描かれる。このとき画像３８全体を含む最小の矩形
領域は同図に点線４２で囲んだ領域となる。この矩形領域４２はその対角位置の２つの座
標Ｐ１１（ｘ１１，ｙ１１）、Ｐ１２（ｘ１２，ｙ１２）で特定される。そこでＨＴＴＰ
サーバ１２はこの２つの座標Ｐ１１（ｘ１１，ｙ１１）、Ｐ１２（ｘ１２，ｙ１２）をＷ
ＥＢブラウザに送信する。ＷＥＢブラウザはこの２つの座標Ｐ１１，Ｐ１２を受信して対
応する矩形領域４２が掛かる全てのセルを計算して求める。すなわち図７（ｂ）に示すよ
うに２つの座標Ｐ１１，Ｐ１２で特定される矩形領域４２が掛かる全てのセルとして、Ｘ
座標が４，５，６，７でＹ座標が３，４，５，６である同図に太線で囲んだ領域の１６個
のセルを求める。そしてＷＥＢブラウザはＨＴＴＰサーバ１２に対してＨＴＴＰリクエス
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トによりこの１６個のセルの画像を要求する。ＨＴＴＰサーバ１２はこのリクエストを受
けて、保持している画像加工処理が行われた画像からこの１６個のセルの画像を切り出し
てＷＥＢブラウザに送信する。ＷＥＢブラウザは各セル画像を受信しブラウザ画面に表示
されている画像の該当するセル領域に、それまで該矩形領域に表示されていた画像に代え
て表示する。この１６個のセルの中には画像内容に変更が生じたセルに隣接する画像内容
に変更が生じていないセル｛７，３｝、｛７，６｝も含まれているが、この発明はＷＥＢ
ブラウザが画像内容に変更が生じていないセルの画像を一部含んで要求し画像表示を更新
する場合を排除するものではない。この場合も描画操作対象画像全体を送信する場合に比
べて画像表示を高速に更新することができる。
【００５８】
［Ｅ］前記実施の形態では操作者が筆の描画サイズを設定可能としたが、これに代えてＨ
ＴＴＰサーバ側で筆の描画サイズを固定値として初めから保持することもできる。この場
合、ＷＥＢブラウザ側で画像内容に変更が生じるセルを計算する場合はＨＴＴＰサーバか
ら筆の描画サイズの固定値をＷＥＢブラウザに送信する。またＨＴＴＰサーバ側で画像内
容に変更が生じるセルを計算しＷＥＢブラウザに送信する場合はＨＴＴＰサーバから筆の
描画サイズの固定値をＷＥＢブラウザに送信する必要はない。
【００５９】
［Ｆ］前記実施の形態では新たなセル画像のｚインデックスを現在その領域に表示されて
いる画像のｚインデックスよりも大きい値に設定して該新たなセル画像を手前に配置して
表示することにより表示画像の更新を行うようにしたが、これに代えて現在表示されてい
るセル画像を新しいセル画像で完全に差し替える（今まで表示されていたセル画像は差し
替えと同時にＨＴＭＬドキュメントとのリンクが解除される）ことにより表示画像の更新
を行うこともできる。
【００６０】
［Ｇ］前記実施の形態では描画操作対象画像を仮想的に複数のセルに分割して（画像ファ
イルは１つ）管理したが、これに代えて描画操作対象画像を実際にスライス画像に分割し
て（画像ファイルはスライス画像ごと。個々のスライス画像の大きさは例えば縦・横各方
向とも４８０画素）管理することもできる。また描画操作対象画像を実際にスライス画像
に分割したうえで（画像ファイルはスライス画像ごと。個々のスライス画像の大きさは例
えば縦・横各方向とも４８０画素）、さらに個々のスライス画像を仮想的に複数のセルに
分割して（個々のセル画像の大きさは例えば縦・横各方向とも４８画素）管理することも
できる。
【００６１】
［Ｈ］前記実施の形態ではマウスボタンを押したままカーソルを移動させるときの移動速
度に応じて描画濃度を変化させる（つまり「描画操作態様」をカーソルの移動速度とする
）ようにしたが、カーソルを１箇所に留まらせたままマウスボタンを押し続ける時間等に
応じて描画濃度を変化させる（つまり「描画操作態様」をマウスボタンを押し続ける時間
その他とする）こともできる。この場合はｏｎＭｏｕｓｅＭｏｖｅイベントに代えてタイ
マーイベント（ｓｅｔＩｎｔｅｒｖａｌあるいはｓｅｔＴｉｍｅｏｕｔ。ｓｅｔＴｉｍｅ
ｏｕｔを使用する場合は設定時間後に再びｓｅｔＴｉｍｅｏｕｔを設定する）を使用する
。なおタイマーイベントではカーソルの座標位置情報は取得できないので、処理に必要な
筆ツールの座標としては直前のｏｎＭｏｕｓｅＭｏｖｅイベントで取得した筆ツールの座
標を用い、処理に必要な画像加工処理の中心座標としては直前のＸＭＬＨＴＴＰリクエス
トに対する応答として取得した画像加工処理の中心座標を用いる。
【００６２】
［Ｉ］前記実施の形態ではポインティングデバイスとしてマウスを使用した場合について
説明したが、タブレットその他のポインティングデバイスを使用することもできる。タブ
レットを使用する場合はスタイラスペンをタブレットに押しつける操作がマウスボタンを
押下する操作に対応する。
【００６３】
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［Ｊ］前記実施の形態では筆ツールの描画形状を円形としたが、楕円形、角形その他の任
意の形状にすることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】この発明の実施の形態のシステム構成を示すブロック図である。
【図２】図１のシステム構成において描画操作対象画像のカンバスに対して筆ツールによ
り描画を行う状態を示す図である。
【図３】カンバスを仮想的に矩形（セル）に分割した一例および図２（ａ）の描画状態に
対応して画像表示を更新するセル画像の範囲を示す図である。
【図４】この発明の実施の形態１による処理手順を示すフロー図である。
【図５】この発明の実施の形態３による処理手順を示すフロー図である。
【図６】この発明の実施の形態４による処理手順を示すフロー図である。
【図７】図２（ａ）と同じ描画状態について画像表示を更新するセル画像の範囲が図３と
異なる例を示す図である。
【符号の説明】
【００６５】
　１０…端末装置、１６…ポインティングデバイス、１２…ＨＴＴＰサーバ、１４…ＨＴ
ＴＰプロトコルネットワーク、３６…描画操作対象画像の全体を構成するカンバス、３８
…筆ツールによる画像、４０…セル、Ｐ１，Ｐ２，・・・，Ｐｍ…マウスカーソルの位置

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成19年11月5日(2007.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置にインストールされたＷＥＢブラウザの画面に画像を表示し、該画面上で該端
末装置の操作者がポインティングデバイスで描画操作をすることにより、該ポインティン
グデバイスによるカーソル位置の画像の表示に濃度表現を有する筆ツールによる変更を加
える画像表示更新方法であって、
　ここに「濃度表現を有する筆ツール」とは、ポインティングデバイスの描画操作態様に
応じて描画濃度が変化する描画を実現する描画ツールであって、
　サーバに、前記操作者による描画操作対象となる画像のデータと、該描画操作に応じて
該画像データに対して画像加工処理を実行する画像処理プログラムを保持管理し、
　前記端末装置と前記サーバをネットワークを介して相互に通信可能な状態に設定し、
　前記端末装置のＷＥＢブラウザが前記サーバに対しＨＴＭＬドキュメントをＨＴＴＰリ
クエストによって要求すると、該サーバは該ＷＥＢブラウザによって解釈可能な描画操作
エコーバックスクリプトが内部に記述されたＨＴＭＬドキュメントまたは該描画操作エコ
ーバックスクリプトを外部ファイルとして読み込むことが記述されたＨＴＭＬドキュメン
トを該端末装置に該ＨＴＴＰリクエストに対する応答として返信し、該端末装置のＷＥＢ
ブラウザは該ＨＴＭＬドキュメントを受信して、該ＷＥＢブラウザに前記描画操作エコー
バックスクリプトを付加し、
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　前記ＨＴＭＬドキュメントは、前処理として、前記サーバが保持管理する前記描画操作
対象画像をＨＴＴＰリクエストによって該サーバに要求し、その返信として受け取った画
像データによる画像を前記ＷＥＢブラウザの画面に表示し、
　前記端末装置のＷＥＢブラウザに付加された前記描画操作エコーバックスクリプトは、
前記画像が表示された画面上で前記描画操作がされたときに、該描画操作に応じたカーソ
ル位置の座標情報をＸＭＬＨＴＴＰリクエストによって前記サーバに送信し、
　前記サーバの画像処理プログラムは、受信した該カーソル位置の座標情報と、別途取得
しまたは初めから保持する筆の描画サイズの情報に基づき、自らが保持管理する前記描画
操作対象画像に対して、前記濃度表現を有する筆ツールによる画像加工処理を実行し、
　前記描画操作エコーバックスクリプトは前記カーソル位置の座標情報を送信後に、前記
ＷＥＢブラウザの画面に表示された画像を複数の領域に分割する矩形領域のうち前記画像
加工処理で画像内容に変更が生じる領域を含む単一または複数の矩形領域の情報を取得し
、かつ該単一または複数の矩形領域の画像を選択的に要求する単一または複数のＨＴＴＰ
リクエストを該サーバに送信し、
　前記サーバは該単一または複数のＨＴＴＰリクエストを受信して、前記ＷＥＢブラウザ
の画面に表示された画像の該当する単一または複数の矩形領域の前記画像加工処理が終了
した画像データを選択的に返信し、
　前記ＷＥＢブラウザは受信した単一または複数の矩形領域の画像データによる画像を、
該ＷＥＢブラウザの画面の該当する矩形領域に、それまで該矩形領域に表示されていた画
像に代えて表示する画像表示更新方法。
【請求項２】
　端末装置にインストールされたＷＥＢブラウザの画面に画像を表示し、該画面上で該端
末装置の操作者がポインティングデバイスで描画操作をすることにより、該ポインティン
グデバイスによるカーソル位置の画像の表示に濃度表現を有する筆ツールによる変更を加
える画像表示更新方法であって、
　ここに「濃度表現を有する筆ツール」とは、ポインティングデバイスの描画操作態様に
応じて描画濃度が変化する描画を実現する描画ツールであって、
　サーバに、前記操作者による描画操作対象となる画像のデータと、該描画操作に応じて
該画像データに対して画像加工処理を実行する画像処理プログラムを保持管理し、
　前記端末装置と前記サーバをネットワークを介して相互に通信可能な状態に設定し、
　前記端末装置のＷＥＢブラウザが前記サーバに対しＨＴＭＬドキュメントをＨＴＴＰリ
クエストによって要求すると、該サーバは該ＷＥＢブラウザによって解釈可能な描画操作
エコーバックスクリプトが内部に記述されたＨＴＭＬドキュメントまたは該描画操作エコ
ーバックスクリプトを外部ファイルとして読み込むことが記述されたＨＴＭＬドキュメン
トを該端末装置に該ＨＴＴＰリクエストに対する応答として返信し、該端末装置のＷＥＢ
ブラウザは該ＨＴＭＬドキュメントを受信して、該ＷＥＢブラウザに前記描画操作エコー
バックスクリプトを付加し、
　前記ＨＴＭＬドキュメントは、前処理として、前記サーバが保持管理する前記描画操作
対象画像をＨＴＴＰリクエストによって該サーバに要求し、その返信として受け取った画
像データによる画像を前記ＷＥＢブラウザの画面に表示し、
　前記端末装置のＷＥＢブラウザに付加された前記描画操作エコーバックスクリプトは、
前記画像が表示された画面上で前記描画操作がされたときに、該描画操作に応じたカーソ
ル位置の座標情報をＸＭＬＨＴＴＰリクエストによって前記サーバに送信し、
　前記サーバの画像処理プログラムは、受信した該カーソル位置の座標情報と、別途取得
しまたは初めから保持する筆の描画サイズの情報に基づき、自らが保持管理する前記描画
操作対象画像に対して、前記濃度表現を有する筆ツールによる画像加工処理を実行し、
　前記描画操作エコーバックスクリプトは前記カーソル位置の座標情報を送信後に、前記
ＷＥＢブラウザの画面に表示された画像を複数の領域に分割する矩形領域のうち前記画像
加工処理で画像内容に変更が生じる領域を含む単一または複数の矩形領域の情報を取得し
、かつ該単一または複数の矩形領域の画像を選択的に要求する単一または複数のＨＴＴＰ
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リクエストを該サーバに送信し、
　前記サーバは該単一または複数のＨＴＴＰリクエストを受信して、前記ＷＥＢブラウザ
の画面に表示された画像の該当する単一または複数の矩形領域の前記画像加工処理が終了
した画像データを選択的に返信し、
　前記ＷＥＢブラウザは受信した単一または複数の矩形領域の画像データによる画像を、
該ＷＥＢブラウザの画面の該当する矩形領域に、それまで該矩形領域に表示されていた画
像に代えて表示し、
　該ＷＥＢブラウザは前記ＸＭＬＨＴＴＰリクエストによるカーソル位置の座標情報の送
信を、それ以前のＸＭＬＨＴＴＰリクエストにより送信されたカーソル位置の座標情報に
基づき加工処理された画像が該ＷＥＢブラウザの画面に表示されるのを待たずに、前回の
ＸＭＬＨＴＴＰリクエストに対する応答を受信後に順次実行し、
　前記サーバの画像処理プログラムは該ＸＭＬＨＴＴＰリクエストに基づき、前記画像加
工処理がされた画像に対しさらに該画像加工処理を繰り返す画像表示更新方法。
【請求項３】
　前記描画操作エコーバックスクリプトは前記画像加工処理で画像内容に変更が生じる領
域を含む単一または複数の矩形領域の情報を自ら計算して取得する請求項１または２記載
の画像表示更新方法。
【請求項４】
　前記描画操作エコーバックスクリプトは前記画像加工処理で画像内容に変更が生じる領
域を含む単一または複数の矩形領域の情報を前記サーバの画像処理プログラムが計算した
結果を受信して取得する請求項１または２記載の画像表示更新方法。
【請求項５】
　前記描画操作エコーバックスクリプトは前記筆の描画サイズの情報を前記カーソル位置
の座標情報と同時に前記サーバに送信する請求項１から４のいずれか１つに記載の画像表
示更新方法。
【請求項６】
　前記描画操作エコーバックスクリプトは前記筆の描画サイズの情報を、操作者により筆
の描画サイズの設定操作がされたときに前記サーバに送信する請求項１から４のいずれか
１つに記載の画像表示更新方法。
【請求項７】
　前記サーバの画像処理プログラムは前記端末装置から受信した前記カーソル位置の座標
情報と、該端末装置から該カーソル位置の座標情報と同時に受信しまたは該サーバが該カ
ーソル位置の座標情報を受信する以前から保持している筆の描画サイズの情報に基づき前
記画像加工処理を実行し、かつ該画像描画処理により描画するまたは描画した筆の描画中
心位置の座標情報をＸＭＬＨＴＴＰリクエストに対する応答として前記端末装置のＷＥＢ
ブラウザに返信し、前記描画操作エコーバックスクリプトは該サーバから受信する筆の描
画中心位置の座標情報と、該サーバから該筆の描画中心位置の座標情報と同時に受信しま
たは該描画操作エコーバックスクリプトが該筆の描画中心位置の座標情報を受信する以前
から保持している筆の描画サイズの情報を利用して、前記画像加工処理で画像内容に変更
が生じる領域を含む単一または複数の矩形領域の情報を自ら計算して取得する請求項１ま
たは２記載の画像表示更新方法。
【請求項８】
　前記筆の描画中心位置の座標情報は前記カーソル位置の座標情報そのものまたは該カー
ソル位置の座標間を該カーソル位置の座標情報で補間処理した座標情報である請求項７記
載の画像表示更新方法。
【請求項９】
　前記描画操作エコーバックスクリプトは自ら取得しかつ前記サーバを経由しない前記カ
ーソル位置の座標情報と、該描画操作エコーバックスクリプトが該カーソル位置の座標情
報を取得する以前から保持している筆の描画サイズの情報を利用して、前記画像加工処理
で画像内容に変更が生じる領域を含む単一または複数の矩形領域の情報を自ら計算して取
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得する請求項１または２記載の画像表示更新方法。
【請求項１０】
　前記画像処理プログラムは前記描画操作対象画像に対して他の端末装置から同時に描画
操作がされたときに該描画操作に基づく画像加工処理を併せて実行するものであり、
　前記描画操作エコーバックスクリプトはタイマー駆動により定期的にＸＭＬＨＴＴＰリ
クエストを発行し、
　前記画像処理プログラムは前記他の端末装置からの描画操作に基づく画像加工処理に対
応して、該画像処理プログラムで計算した画像内容に変更が生じる領域を含む単一または
複数の矩形領域の情報または前記描画操作エコーバックスクリプトで該矩形領域を計算す
るのに必要な情報を該ＸＭＬＨＴＴＰリクエストに対する応答として返信し、
　前記描画操作エコーバックスクリプトは該サーバから受信して取得した情報による単一
または複数の矩形領域または該サーバから受信した情報に基づき自ら計算して取得した情
報による単一または複数の矩形領域の画像を選択的に要求する単一または複数のＨＴＴＰ
リクエストを該サーバに送信し、
　前記サーバは該ＨＴＴＰリクエストを受信して、前記ＷＥＢブラウザの画面に表示され
た画像の該当する単一または複数の矩形領域の画像データを選択的に返信し、
　前記ＷＥＢブラウザは受信した単一または複数の矩形領域の画像データによる画像を、
該ＷＥＢブラウザの画面の該当する矩形領域に、それまで該矩形領域に表示されていた画
像に代えて表示する請求項１から９のいずれか１つに記載の画像表示更新方法。
【請求項１１】
　前記サーバが保持管理する描画操作対象画像はその画像全体に相当する単一の画像ファ
イルまたは該画像全体を実際に矩形に分割した複数のスライス画像に相当する複数の画像
ファイルで構成され、前記矩形領域は１つの画像ファイルによる画像を仮想的に複数の矩
形に分割した該仮想分割画像単位の領域である請求項１から１０のいずれか１つに記載の
画像表示更新方法。
【請求項１２】
　前記サーバが保持管理する描画操作対象画像はその画像全体を実際に複数の矩形に分割
した複数のスライス画像の画像ファイルで構成され、前記矩形領域は該スライス画像単位
の領域である請求項１から１０のいずれか１つに記載の画像表示更新方法。
【請求項１３】
　前記端末装置の描画操作エコーバックスクリプトは、受信した単一または複数の矩形領
域の画像を、前記ＷＥＢブラウザの該当する領域に、それまで該領域に表示されていた画
像の手前にｚインデックスを変更することにより配置して表示する請求項１から１２のい
ずれか１つに記載の画像表示更新方法。
【請求項１４】
　前記端末装置の描画操作エコーバックスクリプトは、前記画像が表示された画面上で前
記描画操作がされたときに、１回のＸＭＬＨＴＴＰリクエストにつき、該描画操作による
カーソルの移動軌跡に応じた該カーソル位置の複数の座標位置の情報を前記サーバに送信
し、かつ該複数の座標位置に基づく画像加工処理全体で画像内容に変更が生じる領域を含
む単一または複数の矩形領域の情報を取得し、かつ該単一または複数の矩形領域の画像を
選択的に要求する単一または複数のＨＴＴＰリクエストを該サーバに送信する請求項１か
ら１３のいずれか１つに記載の画像表示更新方法。
【請求項１５】
　前記ポインティングデバイスの描画操作態様が該ポインティングデバイスの移動速度で
ある請求項１から１４のいずれか１つに記載の画像表示更新方法。
【請求項１６】
　請求項１から１５のいずれか１つに記載の画像表示更新方法を実行するサーバ・クライ
アントシステム。
【請求項１７】
　請求項１から１５のいずれかに記載の画像表示更新方法を実行するために前記端末装置
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で行う処理を該端末装置に実行させるプログラムであって、前記サーバから送信され前記
端末装置の前記ＷＥＢブラウザに付加される描画操作エコーバックスクリプト。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　この発明は端末装置のＷＥＢブラウザ画面上での描画操作に基づきサーバ側に保管され
ている画像に対し濃度表現を有する筆ツールによる加工を施す方法において、描画操作に
応じて加工される画像が該描画操作から大きく遅れることなくＷＥＢブラウザの画面に反
映されるようにしたものである。またこの発明は端末装置のＷＥＢブラウザ画面上での描
画操作に基づきサーバ側に保管されている画像に対し濃度表現を有する筆ツールによる加
工を施す方法において、描画操作に応じて時々刻々加工されていく画像が該描画操作から
大きく遅れることなくＷＥＢブラウザの画面に反映されるようにして、端末装置の操作者
が思い通りの描画操作をできるようにしたものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　この発明は上述の点に鑑みてなされたもので、端末装置のＷＥＢブラウザ画面上での描
画操作に基づきサーバ側に保管されている画像に対し濃度表現を有する筆ツールによる加
工を施す方法において、描画操作に応じて加工される画像が該描画操作から大きく遅れる
ことなくＷＥＢブラウザの画面に反映されるようにした手法を提供しようとするものであ
る。またこの発明は端末装置のＷＥＢブラウザ画面上での描画操作に基づきサーバ側に保
管されている画像に対し濃度表現を有する筆ツールによる加工を施す方法において、描画
操作に応じて時々刻々加工されていく画像が該描画操作から大きく遅れることなくＷＥＢ
ブラウザの画面に反映されるようにして、端末装置の操作者が思い通りの描画操作をでき
るようにした手法を提供しようとするものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　この発明の画像表示更新方法は、端末装置にインストールされたＷＥＢブラウザの画面
に画像を表示し、該画面上で該端末装置の操作者がポインティングデバイスで描画操作を
することにより、該ポインティングデバイスによるカーソル位置の画像の表示に濃度表現
を有する筆ツールによる変更を加える画像表示更新方法であって、サーバに、前記操作者
による描画操作対象となる画像のデータと、該描画操作に応じて該画像データに対して画
像加工処理を実行する画像処理プログラムを保持管理し、前記端末装置と前記サーバをネ
ットワークを介して相互に通信可能な状態に設定し、前記端末装置のＷＥＢブラウザが前
記サーバに対しＨＴＭＬドキュメントをＨＴＴＰリクエストによって要求すると、該サー
バは該ＷＥＢブラウザによって解釈可能な描画操作エコーバックスクリプトが内部に記述
されたＨＴＭＬドキュメントまたは該描画操作エコーバックスクリプトを外部ファイルと
して読み込むことが記述されたＨＴＭＬドキュメントを該端末装置に該ＨＴＴＰリクエス
トに対する応答として返信し、該端末装置のＷＥＢブラウザは該ＨＴＭＬドキュメントを
受信して、該ＷＥＢブラウザに前記描画操作エコーバックスクリプトを付加し、前記ＨＴ
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ＭＬドキュメントは、前処理として、前記サーバが保持管理する前記描画操作対象画像を
ＨＴＴＰリクエストによって該サーバに要求し、その返信として受け取った画像データに
よる画像を前記ＷＥＢブラウザの画面に表示し、前記端末装置のＷＥＢブラウザに付加さ
れた前記描画操作エコーバックスクリプトは、前記画像が表示された画面上で前記描画操
作がされたときに、該描画操作に応じたカーソル位置の座標情報をＸＭＬＨＴＴＰリクエ
ストによって前記サーバに送信し、前記サーバの画像処理プログラムは、受信した該カー
ソル位置の座標情報と、別途取得しまたは初めから保持する筆の描画サイズの情報に基づ
き、自らが保持管理する前記描画操作対象画像に対して、前記濃度表現を有する筆ツール
による画像加工処理を実行し、前記描画操作エコーバックスクリプトは前記カーソル位置
の座標情報を送信後に、前記ＷＥＢブラウザの画面に表示された画像を複数の領域に分割
する矩形領域のうち前記画像加工処理で画像内容に変更が生じる領域を含む単一または複
数の矩形領域の情報を取得し、かつ該単一または複数の矩形領域の画像を選択的に要求す
る単一または複数のＨＴＴＰリクエストを該サーバに送信し、前記サーバは該単一または
複数のＨＴＴＰリクエストを受信して、前記ＷＥＢブラウザの画面に表示された画像の該
当する単一または複数の矩形領域の前記画像加工処理が終了した画像データを選択的に返
信し、前記ＷＥＢブラウザは受信した単一または複数の矩形領域の画像データによる画像
を、該ＷＥＢブラウザの画面の該当する矩形領域に、それまで該矩形領域に表示されてい
た画像に代えて表示するものである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　この発明によれば、ＷＥＢブラウザの画面に表示された画像を複数の領域に分割する矩
形領域のうち、描画操作に基づく画像加工処理で画像内容に変更が生じる領域を含む単一
または複数の矩形領域の画像を選択的にサーバからＷＥＢブラウザに送信して該ＷＥＢブ
ラウザの画面表示を更新するので、ＷＥＢブラウザの画面に表示された画像全体分の画像
をサーバからＷＥＢブラウザに送信して該ＷＥＢブラウザの画面に表示された画像全体の
表示を更新する場合に比べて、更新画像のダウンロードに要する時間を短縮することがで
きる。その反面、この手法によればＷＥＢブラウザの画面に表示された画像全体の表示を
更新する場合に比べて、画像内容に変更が生じる領域を計算する分の時間が必要となる。
そこでこの発明では描画操作エコーバックスクリプトは画像が表示された画面上で描画操
作がされたときに、該描画操作に応じたカーソル位置の座標情報をＸＭＬＨＴＴＰリクエ
ストによってサーバにいち早く送信するようにしている（加工処理された画像を要求する
ＨＴＴＰリクエストはこの時点では送信せず、後に別途送信する。画像加工処理で画像内
容に変更が生じる領域の計算は該カーソル位置の座標情報をサーバに送信した後に端末装
置側またはサーバ側で行うことができる）。したがってサーバの画像処理プログラムは描
画操作から短時間のうちに該描画操作に対応した画像加工処理を開始することができる。
したがって描画操作がされたときに、加工が行われる領域の計算が済んでから画像加工処
理を実行するのに必要な情報をサーバに送る場合に比べて、描画操作がされてから画像加
工処理が終了するまでの時間を短縮することができる。これにより描画操作エコーバック
スクリプトは前記ＸＭＬＨＴＴＰリクエストを送信した後に、加工処理された画像を要求
するＨＴＴＰリクエストを送信すると、該当する加工処理された画像を少ない待ち時間で
取得することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１２】
　またこの発明の画像表示更新方法は、端末装置にインストールされたＷＥＢブラウザの
画面に画像を表示し、該画面上で該端末装置の操作者がポインティングデバイスで描画操
作をすることにより、該ポインティングデバイスによるカーソル位置の画像の表示に濃度
表現を有する筆ツールによる変更を加える画像表示更新方法であって、サーバに、前記操
作者による描画操作対象となる画像のデータと、該描画操作に応じて該画像データに対し
て画像加工処理を実行する画像処理プログラムを保持管理し、前記端末装置と前記サーバ
をネットワークを介して相互に通信可能な状態に設定し、前記端末装置のＷＥＢブラウザ
が前記サーバに対しＨＴＭＬドキュメントをＨＴＴＰリクエストによって要求すると、該
サーバは該ＷＥＢブラウザによって解釈可能な描画操作エコーバックスクリプトが内部に
記述されたＨＴＭＬドキュメントまたは該描画操作エコーバックスクリプトを外部ファイ
ルとして読み込むことが記述されたＨＴＭＬドキュメントを該端末装置に該ＨＴＴＰリク
エストに対する応答として返信し、該端末装置のＷＥＢブラウザは該ＨＴＭＬドキュメン
トを受信して、該ＷＥＢブラウザに前記描画操作エコーバックスクリプトを付加し、前記
ＨＴＭＬドキュメントは、前処理として、前記サーバが保持管理する前記描画操作対象画
像をＨＴＴＰリクエストによって該サーバに要求し、その返信として受け取った画像デー
タによる画像を前記ＷＥＢブラウザの画面に表示し、前記端末装置のＷＥＢブラウザに付
加された前記描画操作エコーバックスクリプトは、前記画像が表示された画面上で前記描
画操作がされたときに、該描画操作に応じたカーソル位置の座標情報をＸＭＬＨＴＴＰリ
クエストによって前記サーバに送信し、前記サーバの画像処理プログラムは、受信した該
カーソル位置の座標情報と、別途取得しまたは初めから保持する筆の描画サイズの情報に
基づき、自らが保持管理する前記描画操作対象画像に対して、前記濃度表現を有する筆ツ
ールによる画像加工処理を実行し、前記描画操作エコーバックスクリプトは前記カーソル
位置の座標情報を送信後に、前記ＷＥＢブラウザの画面に表示された画像を複数の領域に
分割する矩形領域のうち前記画像加工処理で画像内容に変更が生じる領域を含む単一また
は複数の矩形領域の情報を取得し、かつ該単一または複数の矩形領域の画像を選択的に要
求する単一または複数のＨＴＴＰリクエストを該サーバに送信し、前記サーバは該単一ま
たは複数のＨＴＴＰリクエストを受信して、前記ＷＥＢブラウザの画面に表示された画像
の該当する単一または複数の矩形領域の前記画像加工処理が終了した画像データを選択的
に返信し、前記ＷＥＢブラウザは受信した単一または複数の矩形領域の画像データによる
画像を、該ＷＥＢブラウザの画面の該当する矩形領域に、それまで該矩形領域に表示され
ていた画像に代えて表示し、該ＷＥＢブラウザは前記ＸＭＬＨＴＴＰリクエストによるカ
ーソル位置の座標情報の送信を、それ以前のＸＭＬＨＴＴＰリクエストにより送信された
カーソル位置の座標情報に基づき加工処理された画像が該ＷＥＢブラウザの画面に表示さ
れるのを待たずに、前回のＸＭＬＨＴＴＰリクエストに対する応答を受信後に順次実行し
、前記サーバの画像処理プログラムは該ＸＭＬＨＴＴＰリクエストに基づき、前記画像加
工処理がされた画像に対しさらに該画像加工処理を繰り返すものである。
　この発明によれば前述の効果に加えて、描画操作に応じて時々刻々加工されていく画像
を該描画操作から大きく遅れることなくＷＥＢブラウザの画面に反映させることが可能に
なり、端末装置の操作者は濃度表現を有する筆ツールを用いた描画を自分の思い通りに実
行することが可能になる。また描画操作エコーバックスクリプトはＸＭＬＨＴＴＰリクエ
ストによるカーソル位置の座標情報の送信を、それ以前のＸＭＬＨＴＴＰリクエストによ
り送信されたカーソル位置の座標情報に基づき加工処理された画像がブラウザの画面に表
示されるの待たずに順次実行するので、サーバの画像処理プログラムは描画操作に追従し
て画像加工処理を実行することができる。このことも、描画操作に応じて時々刻々加工さ
れていく画像が該描画操作から大きく遅れることなくＷＥＢブラウザの画面に反映される
ことに寄与している。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　この発明の画像表示更新方法において、サーバの画像処理プログラムは端末装置から受
信したカーソル位置の座標情報と、該端末装置から該カーソル位置の座標情報と同時に受
信しまたは該サーバが該カーソル位置の座標情報を受信する以前から保持している筆の描
画サイズの情報に基づき画像加工処理を実行し、かつ該画像描画処理により描画するまた
は描画した筆の描画中心位置の座標情報をＸＭＬＨＴＴＰリクエストに対する応答として
端末装置のＷＥＢブラウザに返信し、描画操作エコーバックスクリプトは該サーバから受
信する筆の描画中心位置の座標情報と、該サーバから該筆の描画中心位置の座標情報と同
時に受信しまたは該描画操作エコーバックスクリプトが該筆の描画中心位置の座標情報を
受信する以前から保持している筆の描画サイズの情報を利用して、画像加工処理で画像内
容に変更が生じる領域を含む単一または複数の矩形領域の情報を自ら計算して取得するこ
とができる。この場合筆の描画中心位置の座標情報はカーソル位置の座標情報そのものま
たは該カーソル位置の座標間を該カーソル位置の座標情報で補間処理した座標情報とする
ことができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　この発明のサーバ・クライアントシステムはこの発明の画像表示更新方法を実行するも
のである。この発明の描画操作エコーバックスクリプトはこの発明の画像表示更新方法を
実行するために前記端末装置で行う処理を該端末装置に実行させるプログラムであって、
前記サーバから送信され前記端末装置の前記ＷＥＢブラウザに付加されるものである。
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